玉 突の 賦 



1 干 田國士 



「いくつお 突きなります」 

「さあ、 しばらく 突かな いんです が …… 」 

玉 突く 男 は 曲者。 

三十？ 四十？ 五十 9 

「ぢ や、 百に して 見て 下さい」 

_ —— こい つ、 百な もんか！ 

「どうぞ」 

「さう です か」 

コッ ン、 コッ リン …… 。 

—— ふた あつ …… 。 



こい つ は 上等な X X タマ だ 

厚く 当れば 開く。 

薄く 舐めれば 棒になる。 

押せば 狂 ふ。 

引けば 逃げる。 

こい つ は 上等な X X タマ だ 

が、 扨て、 弱った。 

そっと 空 クシ ヨン。 

—— よせ、 よせ。 

軽く マッセ。 



「大 まわし 」 

「いや、 まづ、 こっちから 」 

こいつ、 きたたい 〔# 「きたたい」 は ママ I 

「引っ張った！」 

「先 玉が 帰って来ない」 

うそつ け。 

「当り ゲ— ム」 

「どうぞ」 

r 失. ^-,1 

なんだ、 あの 腰つ き は。 

おきみ ちゃんが、 鉛筆 をし やぶり 出した。 



「うん、 な あに、 これく らゐ はね」 

仏 人ォマ アル 氏 著 「球戯 考」 の 序文に 曰く 

—— 春宵 朗らかに 球を撞 けば、 胸に 愁ひ ある を 忘れ、 

キ ユウ 

秋夕粛 やかに 棒 を 滑らせば、 頭痛 忽ちに して 去る I 

I と。 

ォマ アル 氏よ、 貴国に は、 帽子 を 被り たるま、、 そ 

れも鳥 打 を 阿弥陀に、 ノン シャ ラシ ャラと ウス キン を 

覘ふ男 あり や。 

コ チン、 ス トン …… 。 



「 J 

「お 当りです か」 

見れば わかる —— と 云 はずに、 

「お 神さん は、 一体い くつ …… 」 

「へ？」 

押し クッシ ョ ン 

ひねり 込み 

縦 返し、 切り返し 

初 キュ— 突っ切り 

当り 残り 



一 たて、 一 一た て、 三た て 

一 あがり、 一 一 あがり、 三 さがり。 

—— 裏 は 「初音」 か、 「ことぶき」 か。 

「X X さん、 こちらと お 一 つ …… 」 

こちらと 云 はれた 無髯の 大男 

や をら 

棒の しごき、 あざやかに 

「御免」 と 

た V ものなら ず。 

おきみ ちゃん、 これ も 



裾 を 合せて、 坐り 直せば 

もう、 寄せ 玉 

せりに せる 面憎く さ。 

カラ コロ カラ コロ 

冬の 夜更けの 下駄の 音 

n ッ n ッ n ッ 

石屋の 職人 

カチッ カチッ 

高 天ケ原 

ホナホ リオ ナ 

あやまった あやまった 



旅費が 足らない 

残飯 頂戴。 

「ふた ッ つう、 ょヅ つう 」 

さて、 弱った。 

弓 っ挂 け？ 

押し 抜き？ 

ま、 よ、 鉄砲 …… 。 

手玉、 死なず 

先 玉、 返らず 

赤々 はか、 <? り 



半 押し は、 近す ぎて リク 

さて、 弱った。 

むかう さん は 

頤を 一 と 撫で 

裏 模様の 

帛少 r> 

襦拌の 袖で 

眼鏡 を 一 と 拭き 

—— にや リ —— 

「お 神さん、 熱い お茶 を 一 杯」 



おろかに も 口走 リ 

一 も 玉、 一 一 も 玉、 三 も 玉 

の ぼ 

玉なら では 夜 も 明けね 〔# 「夜 も 明けね」 は ママ〕 上気 

せかた 

それが、 今日は 

玉ゴ 口 の 

高が 知れた 棒 先に 

まんまと 翻弄され 

の 手 i 

怒れ もせず、 泣け もせず 

と 云って 



あっさり 笑 ふ ほど 可笑し くもなし 

「また、 あすの 晚」 

かう 云って 外に は 出た が 

水溜り を 

除け て 歩く のが 

妙に 自尊心 を 傷け る やうで 

ジャブ リ ジャブ リ 

泥 を こね 返せば 

夜気 

そ y ろに 身に せま リ 

害 円 六 拾 銭 
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